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3月定例会

若
者
の
雇
用
の
場
と
定
住
促
進
に
ど
う
活
か
す
か

３
０
億
１
，５
０
０
万
円

平成2 6年度当初予算を可決初予算を可決

村税
（6.2％）
1億8,785万2千円

村債
（6.9％）
2億860万円

地方譲与税（1.2％）
3,480万1千円

諸収入（0.2％）
760万5千円

繰越金（1.7％）
5,000万円

繰入金（4.2％）
1億2,600万1千円

寄附金（0.0％）
5万1千円

地方消費税交付金他（0.4％）
1,301万1千円

歳 入歳 入
計30億1,531万4千円計30億1,531万4千円

歳 入
計30億1,531万4千円

地方交付税（37.5％）
11億3,019万6千円

国庫支出金（9.3％）
2億8,153万4千円

県支出金（29.8％）
8億9,829万7千円

財産収入（1.7％）
5,144万3千円

分担金及び負担金
（0.3％）959万2千円
使用料及び手数料
（0.4％）1,094万5千円

議会費（1.9％）
5,905万6千円

総務費（22.1％）
6億6,763万4千円

民生費（10.4％）
3億1,329万5千円

衛生費（6.6％）
1億9,786万円農林水産業費（17.2％）

5億1,865万円商工費（4.5％）
1億3,472万7千円

土木費（16.7％）
5億246万4千円

消防費（4.0％）
1億2,237万1千円

教育費（5.2％）
1億5,662万円

公債費（11.2％）
3億3,655万7千円

予備費（0.1％）
200万円

災害復旧費（0.1％）
414万円

歳 出歳 出
計30億1,531万4千円計30億1,531万4千円

歳 出
計30億1,531万4千円
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　平成26年第１回定例会が３月10日から17日までの会期で開催。「条例制定２件」「条例改正10
件」「条例廃止１件」「指定管理者指定５件」「工事請負変更契約３件」「25年度補正予算７件」
「26年度当初予算10件」「議員提案１件」「工事請負契約案件１件」合計40件を原案どおり可決。
また一般質問は４人の議員が質問をしました。

平成26年度特別会計当初予算集計表

会　　計　　名 予　　算　　額

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 1億8,488万9千円

ダ ム 対 策 事 業 特 別 会 計 23万2千円

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 2,449万円

農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 1,225万8千円

介 護 保 険 特 別 会 計 1億9,493万2千円

代 替 地 上 下 水 道 事 業 特 別 会 計 1,256万5千円

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 2,285万3千円

墓 地 公 園 特 別 会 計 23万7千円

情 報 通 信 事 業 特 別 会 計 2,925万円

計 4億8,170万6千円

　平成25年度一般会計補正予算（第10号）で歳入歳出2億6,017万７千円を追加し歳入
歳出総額42億1,755万9千円とする。

主な事業（補正予算）
健康交流広場大屋根整備工事　…………………………………… 1億1,000万円

水没地中央エリア設計委託　……………………………………………2,500万円

水没地景観植栽工事　……………………………………………………5,500万円

白滝公園整備工事　………………………………………………………4,000万円

村有林鹿ネット設置委託料　……………………………………………1,568万円

森を育てる間伐材利用推進事業補助金　……………………………… 633万円

平成2 6年度当初予算を可決平成2 6年度当
定例会会期中に全員協議会を開き26年度予算を
慎重審議を行った
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■
条
例
の
制
定

●

五
木
村
林
業
振
興
基
金

条
例
の
制
定

●

五
木
村
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
設
置
条
例
制
定

■
条
例
の
一
部
改
正

●

五
木
村
減
債
基
金
条
例

の
一
部
改
正

●

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

●

五
木
村
分
担
金
徴
収
条

例
の
一
部
改
正

●

五
木
村
移
動
通
信
用
鉄

塔
設
置
及
び
管
理
条
例

の
一
部
改
正

●

五
木
村
介
護
保
険
条
例

の
一
部
改
正

●

五
木
村
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

●

五
木
村
健
や
か
子
ど
も

医
療
費
助
成
条
例
の
一

部
改
正

●

五
木
村
給
水
条
例
の
一

部
改
正

●

代
替
地
上
下
水
道
施
設
使

用
料
条
例
の
一
部
改
正

●

五
木
村
道
路
占
用
料
徴

収
条
例
の
一
部
改
正

■
条
例
の
廃
止

●

五
木
村
心
身
障
害
者
福

祉
年
金
支
給
条
例
の
廃

止
条
例

■
指
定
管
理
の
指
定

●
道
の
駅

　
「
㈱
子
守
唄
の
里
五
木
」

●

子
守
唄
公
園
か
や
ぶ
き

民
家

　
「
観
光
協
会
」

●

五
木
村
自
然
森
林
公
園

　
「
振
興
公
社
」

●

五
木
村
保
健
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー

　
「
社
会
福
祉
協
議
会
」

●

五
木
村
林
業
セ
ン
タ
ー

　
「
振
興
公
社
」

■
工
事
請
負
変
更
契

約
の
締
結

●

宮
園
地
区
簡
易
水
道
区
域

拡
張
工
事
（
築
切
工
区
）

●

村
道
野
々
脇
金
川
線
道

路
災
害
復
旧
工
事

●

村
道
白
滝
線
道
路
改
良

工
事

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結

●

村
道
葛
の
八
重
線
道
路

改
良
工
事

※
全
て
、
全
会
一
致
で
可
決

　

こ
ん
な
こ
と
が

　
　
　

決
ま
り
ま
し
た

■
議
員
提
案

●

五
木
村
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　

の
一
部
改
正

　

五
木
村
議
会
議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

　
（
平
成
14
年
五
木
村
条
例
第
20
号
）
の

　
　
　

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

　
　

本
則
中
「
10
人
」
を
「
８
人
」
に
改
め
る
。

（
施
行
期
日
）

一
、
こ
の
条
例
は
平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
施
行

す
る
。

※
議
員
定
数「
８
人
」は
次
の
一
般
選
挙
か
ら
適
用
。

　

議
員
定
数
と
議
会
改
革
の
件
は
、
平
成
25
年
７

月
の
改
選
前
か
ら
継
続
的
に
審
議
を
重
ね
て
、
26

年
３
月
定
例
会
で
議
員
提
案
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
方
、
議
会
改
革
と
し
て
左
記
の
件
も
全
議
員
で

決
定
し
ま
し
た
。

一
、
村
民
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
広
報
に
努
め
る
。

一
、
毎
定
例
会
後
に
反
省
等
を
含
め
、
議
会
活
動

の
向
上
と
村
づ
く
り
に
努
め
る
。

一
、
議
会
報
告
会
、
各
種
団
体
と
意
見
交
換
を
開

催
し
、
村
民
と
の
対
話
に
努
め
、
村
民
の
意
見

を
村
政
に
反
映
し
て
い
く
。

五
木
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

五
木
村
選
挙
管
理
委
員
会
委
員

　

並
び
に
同
補
充
員
決
ま
る

　

並
び
に
同
補
充
員
決
ま
る

　

選
挙
管
理
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
去
る

2
月
21
日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
26
年
第
2
回
議

会
臨
時
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
次
期
委
員

並
び
に
補
充
員
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
3
月
6
日
に
開
か
れ
た
同
委
員
会
で
、

委
員
長
に
辻　

博
樹
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
平
成
26
年
3
月
4
日
〜
平
成
30
年
3
月

3
日
ま
で
）

●
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
（
敬
称
略
）

委
員
長

辻　
　
　

博　

樹

頭　

地

委　

員

田　

中　

良　

喜

頭　

地

委　

員

田　

中　

加
代
子

竹
の
川

委　

員

岩　

本　

員　

功

宮　

園

●
同
補
充
員
（
敬
称
略
）

第
１
順
位

吉　

松　

ひ
と
み

頭　

地

第
２
順
位

竹　

村　

智　

幸

松
尾
野

第
３
順
位

藤　

本　

由
美
子

中　

村

第
４
順
位

井　

元　

芳　

勝

高　

野

3月定例会
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本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
調
査
事
件

に
つ
い
て
、
調
査
を
実
施
し
た
。

調
査
事
件　

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
利
用
料

金
の
値
上
げ
に
つ
い
て

調
査
経
過　

平
成
23
年
４
月
に
開
局
し

た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
い
つ
き
ち
ゃ

ん
ネ
ル
）
に
つ
い
て
は
、
情
報
通
信

事
業
特
別
会
計
に
て
運
営
し
て
い
る

が
、
健
全
な
財
政
運
営
の
た
め
、
利

用
料
金
を
含
め
た
上
で
協
議
検
討
を

行
っ
た
。

・
特
別
会
計
は
、
毎
年
１
５
，
０
０
０

千
円
超
の
赤
字
で
あ
り
、
一
般
会
計

よ
り
繰
り
入
れ
を
行
っ
て
い
る
。

・
４
月
か
ら
消
費
税
が
上
が
る
た
め
、

九
電
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
共
架
料
や
維
持
管

理
費
等
、
支
出
に
３
％
が
加
算
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
月
額
料

金
の
値
上
げ
を
し
た
い
。

・
開
局
前
に
説
明
が
行
わ
れ
た
が
、
こ

の
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と
は
予
想

出
来
な
か
っ
た
の
か
。

・
料
金
を
上
げ
る
前
に
共
架
料
の
減
額

交
渉
や
支
出
を
減
ら
す
努
力
を
望

む
。

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
へ
の
移
行
は
国
策
で
あ
る
の

で
、
何
ら
か
の
形
で
財
源
措
置
を
要

望
す
る
べ
き
で
あ
る
。

　

本
事
業
は
平
成
23
年
度
か
ら
２
年
し

か
経
っ
て
お
ら
ず
、
高
齢
者
福
祉
の
面

か
ら
も
利
用
料
金
の
値
上
げ
は
、
次
期

尚
早
で
は
な
い
か
。
値
上
げ
の
前
に
九

電
や
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
対
し
、
共
架
料
の
値
上

げ
交
渉
を
再
度
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
村
は
他
の
町
村
に
比
べ
広

範
囲
で
あ
り
、
ひ
い
て
は
電
柱
の
数
も

多
く
あ
る
現
状
で
あ
る
。
国
策
で
あ
る

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
し
た
こ
と

に
よ
り
財
政
が
圧
迫
さ
れ
て
い
る
の

で
、
特
別
交
付
税
等
算
定
に
は
特
殊
事

情
等
を
検
討
し
財
源
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

・
平
成
24
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る

復
旧
現
場
状
況
視
察
（
村
道
折
立

線
・
林
道
相
良
五
木
線
）

　

今
回
は
特
に
大
き
な
災
害
で
あ
っ
た

村
道
折
立
線
及
び
林
道
相
良
五
木
線
復

旧
の
進
捗
と
現
状
を
視
察
し
た
。

　

林
道
相
良
五
木
線
に
お
い
て
は
、
仰

烏
帽
子
山
へ
の
登
山
客
が
増
え
て
く
る

中
、
ど
の
位
ま
で
車
で
行
く
こ
と
が
可

能
か
、
現
在
ど
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る

か
調
査
を
行
っ
た
。

村
道
折
立
線

　

災
害
現
場
11
箇
所
の
う
ち
５
箇
所
は

発
注
済
み
で
あ
る
が
、
入
札
不
調
な
ど

も
あ
り
、
か
な
り
遅
れ
て
い
る
。
ま
た

終
点
側
の
災
害
（
３
件
）
は
、
竣
工
も

し
て
い
る
が
集
落
先
の
橋
梁
下
部
工
が

復
旧
し
て
い
な
い
た
め
、
橋
梁
上
部
工

と
そ
の
先
の
災
害
箇
所
が
未
発
注
で
あ

る
。
当
初
、
３
箇
年
で
の
完
了
を
目
指

し
て
い
た
が
、
事
故
繰
越
の
扱
い
と
し

て
平
成
27
年
度
中
の
完
成
を
予
定
。

林
道
相
良
五
木
線

　

２
箇
所
の
大
き
な
災
害
の
う
ち
仰
烏

帽
子
山
登
山
口
近
く
の
復
旧
は
平
成
25

年
12
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
手
前
の
１

箇
所
も
年
度
内
に
は
終
わ
る
予
定
。

　

公
共
工
事
の
増
加
に
伴
い
業
者
の
手

持
ち
工
事
が
多
く
、
入
札
不
調
等
も

あ
っ
て
村
道
折
立
線
、
林
道
相
良
五
木

線
の
災
害
復
旧
工
事
が
遅
れ
て
い
る

が
、
両
線
と
も
住
民
の
生
活
に
関
わ
る

重
要
な
路
線
で
あ
る
た
め
、
一
刻
も
早

い
復
旧
を
要
請
す
る
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
７
月
の
九
州
北
部

豪
雨
災
害
で
か
な
り
の
打
撃
を
受
け
た

九
折
瀬
地

区
の
砂
防

ダ
ム
の
進

捗
状
況
も

併
せ
て
視

察
し
た
。

＿ 

総
務
常
任
委
員
会
報
告 

＿

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
利
用
料
金
据
え
置
き

平
成
24
年
７
月
豪
雨
災
害
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

復
旧
現
場
状
況
視
察

調
査
経
緯

建
設
課
の
説
明

委
員
か
ら
の
意
見

委
員
会
と
し
て
の
ま
と
め

ま
と
め

担
当
課
か
ら
の
説
明

調
査
内
容

調
査
の
事
件

＿ 

経
済
常
任
委
員
会
報
告 

＿

一部復旧が完了した林道相良五木線

平
成
26
年
２
月
６
日

平
成
26
年
２
月
13
日
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山
本
議
員　

太
陽
光
発
電
の
大
手
、

（
株
）
ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
が
、
地
方
自
治
体
か
ら
市
役
所

や
学
校
な
ど
公
共
施
設
の
屋
根
や

土
地
を
一
括
し
て
借
り
受
け
、
充

電
用
の
太
陽
光
発
電
を
建
設
す
る

事
業
を
２
０
１
５
年
度
ま
で
に
45

市
町
村
で
の
導
入
を
目
指
し
て
い

る
。
本
村
も
こ
の
よ
う
な
事
業
に

取
り
組
む
考
え
は
な
い
の
か
。

和
田
村
長　

五
木
の
場
合
に
は
太

陽
光
が
有
利
と
い
う
の
は
、
広
範

囲
に
施
設
、
住
家
が
散
ら
ば
っ
て

お
り
そ
の
分
カ
バ
ー
す
る
と
い
う

意
味
で
は
非
常
に
有
利
と
思
っ
て

い
る
。
災
害
等
に
は
有
効
で
あ
る

の
で
是
非
導
入
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
企
業
誘
致
条
例
も
つ
く
っ

て
あ
る
の
で
企
業
立
地
が
必
要
で

あ
れ
ば
、
歓
迎
を
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

●
女
性
ハ
ン
タ
ー
を
活
か
し
た
鳥
獣

対
策
及
び
定
住
促
進
に
つ
い
て

質
問　

平
成
21
年
度
現
在
で
、
日

本
の
ハ
ン
タ
ー
は
18
万
６
，
０
０

０
人
。
そ
の
う
ち
女
性
が
１
，
５

３
９
人
と
１
％
に
満
た
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。「
狩
り
ガ
ー
ル
」
は

狩
猟
者
の
減
少
や
高
齢
化
、
ま
た

野
生
動
物
に
よ
る
農
林
産
物
へ
の

被
害
を
受
け
、
若
者
に
狩
猟
に
対

し
て
の
理
解
や
関
心
を
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
を
利
用
し
、
女

性
ハ
ン
タ
ー
を
本
村
に
呼
び
込
み

鳥
獣
対
策
及
び
将
来
、
本
村
に
定

住
し
て
い
た
だ
く
考
え
は
な
い
か
。

村
長　

制
度
上
は
い
ろ
ん
な
事
を

設
け
て
い
る
。
女
性
ハ
ン
タ
ー
だ

け
で
募
集
を
し
て
五
木
に
来
ら
れ

て
も
、
そ
れ
で
生
計
を
立
て
ら
れ

る
か
問
題
で
あ
る
。
ほ
か
の
就
業

機
会
な
り
、
雇
用
な
り
を
か
け
合

わ
せ
な
が
ら
考
え
て
い
き
十
分
検

討
を
し
て
い
き
た
い
。

太
陽
光
発
電
の
誘
致
は
│
│
│
│
│
│
山
本
議
員

立
地
の
可
能
性
が
あ
れ
ば
十
分
検
討
し
た
い

　

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長

太陽光パネル

を 問 う ！
一般質問
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保健福祉総合センター（頭地）

一般質問

村 づ く り 　

樅
木
議
員　

村
長
は
村
内

の
年
金
受
給
者
数
と
最
低

年
金
受
給
額
が
い
く
ら
位

で
あ
る
か
把
握
し
て
お
ら

れ
る
か
。

和
田
村
長　

正
確
で
は
な

い
か
も
知
れ
な
い
が
、
５

０
０
人
程
と
月
額
３
万
数

千
円
で
は
な
い
か
と
思

う
。

質
問　

今
年
４
月
に
消
費

税
が
５
％
か
ら
８
％
へ
と

引
き
上
げ
ら
れ
る
が
新
聞

読
者
投
稿
な
ど
で
、
よ
く

目
に
す
る
の
が
「
高
齢
者

の
年
金
減
額
、
い
じ
め
、

全
く
同
感
」
と
い
う
記
事

が
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
投

稿
を
さ
れ
る
方
で
も
月
額

14
〜
15
万
受
給
さ
れ
て
お

ら
れ
る
中
、
最
低
受
給
額

が
月
額
２
万
数
千
円
と
い

う
方
も
お
ら
れ
る
。
国
は

臨
時
給
付
金
な
ど
の
対
応

策
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ

が
、
本
村
独
自
の
対
応
策

は
な
い
の
か
。

村
長　

村
単
独
で
の
現
金

等
に
よ
る
対
応
策
は
考
え

て
い
な
い
が
、
従
前
か
ら

あ
る
村
独
自
の
制
度
と
し

て
「
移
動
手
段
の
支
援
」

「
買
い
物
支
援
」「
食
の
支

援
」
な
ど
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
、
そ
れ
ら
の
制
度

を
利
用
し
て
生
活
を
維
持

し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
考

え
て
い
る
。

質
問　

そ
う
い
っ
た
制
度

が
あ
る
事
へ
の
村
民
に
対

す
る
周
知
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

な
ど
あ
る
の
か
。

村
長　

情
報
が
十
分
に
届

い
て
い
る
か
と
い
う
と
不

案
内
な
部
分
も
あ
る
と
思

う
。
有
効
に
活
用
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
周
知
を
徹

底
し
た
い
。

●
集
落
再
編
成
の
考
え
は

質
問　

集
落
再
編
成
に
つ

い
て
の
調
査
は
幾
度
と
な

く
さ
れ
て
い
る
と
思
う

が
、
そ
の
後
、
具
体
的
な

地
域
の
絞
り
込
み
や
対
象

地
域
へ
の
説
明
会
等
は
さ

れ
て
い
る
の
か
。

村
長　

情
報
の
収
集
に
お

い
て
は
、
地
域
支
援
の
職

員
等
で
や
っ
て
お
り
把
握

は
し
て
い
る
。
生
活
す
る

の
に
交
通
の
便
が
悪
か
っ

た
り
、
特
に
水
道
の
維
持

管
理
が
煩は
ん
ざ
つ雑
で
あ
っ
た

り
、
買
い
物
に
も
不
自
由

を
す
る
と
い
っ
た
方
々

が
、
一
箇
所
に
集
合
し
、

生
活
を
し
て
い
た
だ
け
る

と
す
れ
ば
、「
い
つ
頃
」「
ど

こ
に
」「
ど
の
様
な
形
で
」

な
ど
の
意
向
調
査
を
し
た

い
。
新
年
度
の
予
算
に
も

計
上
さ
せ
て
頂
い
た
。

質
問　

集
落
再
編
と
い
う

の
は
簡
単
で
は
な
い
と
思

う
が
、「
限
界
集
落
か
ら

移
転
す
る
前
に
人
が
い
な

く
な
っ
た
」
と
な
ら
な
い

内
に
何
ら
か
の
手
を
打

つ
べ
き
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
提
案
で
あ
る

が
、
本
村
に
ケ
ア
ハ

ウ
ス
的
な
物
が
出
来

な
い
か
と
。
全
国
に

は
高
齢
者
の
方
が
た

く
さ
ん
お
ら
れ
、
逆

転
の
発
想
で
本
村
の

豊
か
な
自
然
を
売
り

に
し
て
は
ど
う
か
。

村
長　

是
非
、
や
っ
て

み
た
い
と
思
う
が
、「
ど

こ
に
」「
ど
の
よ
う
な
費

用
で
」「
運
営
母
体
は
」

な
ど
具
体
的
な
案
は
ま
だ

な
い
。
自
然
豊
か
な
こ
の

村
で
子
育
て
を
さ
れ
、
苦

労
を
さ
れ
て
生
活
を
維
持

し
地
域
を
守
っ
て
こ
ら
れ

た
方
々
を
大
事
に
す
る
と

い
う
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
り
、
不
安
を
抱
え
な
が

ら
生
活
を
送
ら
れ
る
と
い

う
の
が
一
番
困
る
わ
け

で
、
行
政
の
支
援
や
周
囲

の
手
助
け
が
受
け
ら
れ
、

安
心
し
て
生
活
が
で
き
る

事
を
念
頭
に
進
め
て
い
き

た
い
。

消費税増税に伴う高齢者対策は
　　　　──────────── 樅木議員

村独自の支援制度の充実で
　　　　──────────── 和田村長
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●
定
住
促
進
事
業
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

中
村
議
員　

本
村
で
の
定
住
促
進

事
業
の
取
り
組
み
の
経
過
、
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。

和
田
村
長　

22
年
か
ら
具
体
的
な

予
算
化
の
も
と
ス
タ
ー
ト
し
、
高

額
な
家
賃
の
補
助
、
職
の
提
供
、

通
勤
助
成
等
、
多
岐
に
わ
た
る
取

り
組
み
が
あ
り
、
約
60
件
弱
の
方

が
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い

る
。

質
問　

定
住
者
向
け
住
宅
は
、
家

賃
が
３
万
円
、
18
歳
未
満
の
子
ど

も
が
３
人
い
れ
ば
無
料
と
い
う
優

遇
措
置
が
取
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

現
在
、
村
内
で
子
供
を
育
て
て
お

ら
れ
る
方
か
ら
不
公
平
感
や
不
満

が
出
た
場
合
の
対
応
は
。

村
長　

移
住
定
住
を
促
進
す
る
た

め
の
誘
導
策
と
し
て
優
遇
措
置
は

必
要
で
あ
り
、
村
民
の
方
々
に
は

ご
理
解
を
い
た
だ
く
以
外
に
は
な

い
。
子
育
て
に
つ
い
て
の
制
度
は

充
実
し
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問　

移
住
さ
れ
る
方
の
不
安
を

解
消
す
る
手
立
て
は
重
要
で
あ
り
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
な
ど
取
り

組
ま
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
村
民

の
受
け
入
れ
体
制
の
構
築
も
非
常

に
大
事
だ
と
考
え
て
い
る
。
住
宅

の
改
修
工
事
は
現
在
一
軒
が
終
了

し
、
既
に
3
月
7
日
か
ら
募
集
が

始
ま
っ
て
い
る
が
、
村
民
に
対
す

る
説
明
会
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う

に
実
施
す
る
計
画
な
の
か
伺
い
た

い
。

村
長　

今
の
と
こ
ろ
は
、
第
一
段

階
と
し
て
、「
ど
れ
ぐ
ら
い
の
応
募

が
あ
る
の
か
」「
ど
の
よ
う
な
家
族

構
成
の
方
が
応
募
さ
れ
」「
仕
事
は

何
を
さ
れ
る
お
つ
も
り
な
の
か
」

等
を
見
極
め
る
状
況
で
あ
る
。
今

後
、
地
域
に
ご
説
明
を
し
た
り
、

地
域
の
習
慣
や
特
色
、
ご
意
見
を

賜た
ま
わる
機
会
を
設
け
た
い
。

質
問　

特
に
若
い
世
帯
の
移
住
定

住
に
は
仕
事
の
確
保
が
不
可
欠
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
仕
事
に
つ
い

て
は
「
本
人
の
責
任
に
お
い
て
探

し
て
い
た
だ
く
の
か
」「
村
で
あ
る

程
度
手
助
け
を
す
る
の
か
」
も
し

く
は
「
起
業
す
る
人
を
求
め
て
い

る
の
か
」
考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長　

仕
事
や
家
族
構
成
に
つ
い

て
は
、
公
募
の
段
階
で
も
あ
り
、

間
口
を
広
げ
て
お
き
た
い
こ
と
か

ら
限
定
は
し
て
な
い
。
た
だ
、
児

童
生
徒
が
増
え
る
こ
と
は
大
き
な

目
的
の
一
つ
で
あ
り
、
希
望
で
も

あ
る
。
仕
事
に
関
し
て
は
直
接
、

本
人
か
ら
ご
意
見
を
確
か
め
な
が

ら
、
で
き
る
だ
け
お
手
伝
い
を
し

て
い
き
た
い
。

質
問　

現
在
、
人
口
減
は
全
国
的

な
課
題
で
あ
り
、
多
く
の
自
治
体

が
独
自
の
良
さ
や
メ
リ
ッ
ト
を
必

死
で
ア
ピ
ー
ル
し
、
定
住
促
進
の

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
逆
に

五
木
村
民
が
他
の
自
治
体
に
魅
力

を
感
じ
、
流
出
し
て
し
ま
う
と
い

う
可
能
性
も
な
い
と
は
言
え
な
い
。

ま
ず
は
住
民
の
暮
ら
し
の
満
足
度

を
高
め
る
努
力
、
そ
し
て
今
後
の

急
激
な
人
口
減
を
見
据
え
た
安
心

で
き
る
方
向
性
を
示
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
村
外
流
出
を
防
ぐ
取
り

組
み
が
急
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

村
長
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

村
長　

村
民
の
声
を
受
け
て
、
給

水
施
設
の
簡
素
化
、
管
理
の
し
易

い
形
を
考
え
、
今
い
ろ
ん
な
地
域

で
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
住
み
易

い
条
件
の
一
つ
に
税
負
担
感
が
少

な
い
と
い
う
点
が
あ
り
、
総
合
的

に
進
め
て
い
き
た
い
。村
民
の
方
々

の
不
安
、
不
満
、
一
つ
ひ
と
つ
を

丁
寧
に
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ
て
、

で
き
る
だ
け
早
い
決
断
、
早
い
着

手
を
念
頭
に
お
い
て
実
行
し
て
い

き
た
い
。
あ
わ
せ
て
五
木
の
ブ
ラ

ン
ド
力
の
向
上
も
進
め
た
い
。

竹
の
川
の
移
住
者
向
け
住
宅
へ
の
入
居
者
は　

│
中
村
議
員

現
在
、
募
集
の
段
階
で
あ
る　

│
│
│
│
│
│
│
和
田
村
長

を 問 う ！
一般質問
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職員の人事交流は
　　　　　　────────── 早田議員

現状は実現できていない
　　　　　　────────── 和田村長

早
田
議
員　

職
員
の
職

務
の
効
率
化
と
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
、
村
長

は
ど
う
対
応
さ
れ
て
い
る

の
か
。

和
田
村
長　

効
率
化
は
必

要
と
考
え
て
い
る
。
各
職

員
に
は
シ
ス
テ
ム
上
の
メ

リ
ッ
ト
の
あ
る
職
能
別
に

必
要
な
パ
ソ
コ
ン
を
配

置
・
導
入
し
て
効
率
化
に

努
め
て
い
る
。

質
問　

パ
ソ
コ
ン
も
ウ
イ

ン
ド
ウ
ズ
Ｘ
Ｐ
サ
ポ
ー
ト

の
期
限
切
れ
が
迫
っ
て
い

る
が
そ
の
対
応
と
そ
の
後

の
研
修
な
ど
は
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

村
長　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対

策
は
十
分
や
っ
て
い
き
た

い
。取
扱
い
の
熟
練
度
と

安
全
対
策
の
研
修
な
ど
は

計
画
し
て
な
い
が
、必
要

に
応
じ
て
そ
れ
ぞ
れ
指
導

を
し
て
い
く
よ
う
な
形
を

と
っ
て
い
る
。

質
問　

村
の
例
規
集
に

は
、「
職
員
の
自
己
啓
発

休
業
に
関
す
る
条
例
」
も

設
置
し
て
あ
る
が
過
去
に

こ
の
制
度
を
利
用
し
た
職

員
は
い
る
の
か
。

村
長　

制
度
上
は
あ
る
が

利
用
し
た
職
員
は
い
な
い
。

な
か
な
か
自
分
で
進
ん
で
、

と
い
う
動
き
が
な
い
の
は

残
念
に
思
っ
て
い
る
。

質
問　

熊
本
県
と
国
土
交

通
省
か
ら
職
員
の
派
遣
を

お
願
い
し
て
い
る
が
、
職
員

の
人
事
交
流
の
導
入
は
考

え
て
な
い
の
か
。

村
長　

熊
本
県
や
熊
本
大

学
、
九
州
大
学
、
崇
城
大

学
な
ど
か
ら
人
事
交
流
の

打
診
は
あ
る
が
、
人
員
の

制
約
が
あ
り
残
念
だ
が
実

現
で
き
て
い
な
い
。

質
問　

考
え
て
い
る
だ
け

で
は
進
歩
が
な
い
の
で
年
度

内
に
や
る
の
か
ど
う
か
決

心
の
ほ
ど
は
ど
う
か
。

村
長　

新
年
度
に
な
っ
て

か
ら
即
戦
力
の
任
期
付
き

で
補
充
し
た
い
。そ
し
て
、

若
い
職
員
を
育
て
る
た
め

に
も
、
キ
ャ
リ
ア
を
積
む

た
め
に
も
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

●
村
長
の
所
信
表
明
は

質
問　

村
長
の
新
年
度
に

対
す
る
所
信
表
明
な
る
も

の
が
な
か
っ
た
が
、
年
度
当

初
に
予
算
の
方
向
性
を
示

す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

村
長　

村
の
後
期
計
画
が

26
年
度
か
ら
始
ま
る
の
で

確
実
に
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
実
施
す
る
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
る
。
予
算
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
な
ど
は

今
、
思
い
つ
か
な
い
が
、

何
か
良
い
ア
ピ
ー
ル
が
で

き
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ

ば
、
広
報
な
ど
を
通
じ
て

お
知
ら
せ
し
た
い
。

質
問　

村
は
こ
れ
ま
で
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
や
学
識
経

験
者
、
有
識
者
、
大
学
教

授
な
ど
の
意
見
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

来
た
が
、
責
任
あ
る

研
究
機
関
ま
た
は
シ

ン
ク
タ
ン
ク
※

な
ど

は
考
え
ら
な
い
の

か
。

村
長　

全
体
的
な

コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
ト
の

手
助
け
の
シ
ン
ク
タ

ン
ク
が
あ
れ
ば
助
か

る
が
、
最
高
決
定
機

関
は
議
会
な
の
で
役

割
分
担
も
含
め
考
え

る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

質
問　

村
の
情
報
公
開
な

ど
行
政
の
「
見
え
る
化
」

対
策
は
ど
う
行
っ
て
い
く
の

か
。
ま
た
、
村
の
申
請
書

な
ど
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
ー

ビ
ス
は
行
わ
な
い
の
か
。

村
長　
「
見
え
る
化
」
対

策
は
「
見
え
な
い
化
」
の

共
に
部
署
に
応
じ
て
対
応

し
た
い
。
ま
た
、
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
機
械
の
更
新
と
共
に

人
手
の
面
も
ど
う
し
て
い

く
の
か
考
え
て
い
き
た

い
。

一般質問

村 づ く り 　

県から派遣されている職員（ふるさと振興課）

※シンクタンク…公共政策などの策定に資することを目的とした研究組織。
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　委員会の期日
　平成 26 年１月８日

　調査事件
　「ダムによらない治水を検討する場」における村長協議

　調査経緯
　昨年暮れに人吉市長から「ダムによらない治水を検討する場」の本会議（親会議）の早期開催を
求めたい意向を球磨郡町村長へ打診された。
　それを受け、五木村として、村再建に関する重要な意思表示を行う必要があり、委員会で協議を
行った。

　村長の説明
　安全度を下げてしまう「当面の対策」を根拠とする計画に流域市町村が同意するようなことがあ
れば、川辺川ダム建設計画により、大きな精神的負担や財政負担、村存続の危機にまで追い込んだ
責任を流域市町村に対し検討の場で認識と確認をさせたい旨である。

　委員からの意見
・人吉市長単独での行動はいかがなものか。
・市長が「ダムは必要ない」と言った反面、近年の多発する災害を機に早く収束させたい考えなの
ではないか。
・世代交代により、現在の近隣市町村長、議長は昔の経緯と現在の実情を分かっておられるのか。
・検討の場で五木村再建の意見を述べ、結論を早く出すよう求める必要がある。

　まとめ
　村長の説明によると球磨村長と人吉市長との意見の相違もあるようであり、本村としても近隣市
町村長へ川辺川ダム建設計画の経緯と認識をこの協議の場で、更に意見を述べていくよう村長に求
めた。なお、進展があれば、その都度本委員会で協議していく。

「ダムによらない治水を検討する場」・・・とは
　経　　緯・・・平成 20年９月 11日に県知事が「現行の川辺川ダム計画を白紙撤回」
　　　　　　　　と表明されたことを機に平成 20年 10月 28日に国交大臣と県知事が
　　　　　　　　設置したものです。

　目　　的・・・川辺川ダム以外の治水対策の現実的な手法について、極限まで検討し、
　　　　　　　　地域の安全に責任を負う者の間で認識を共有するためのものです。

　参加団体・・・国・県・八代市・人吉市・球磨郡９町村・芦北町の１４団体です。

　検討内容
　堤防を嵩上げしたり、河床に堆積した土砂を取り除いたり、球磨川沿いに遊水地を確保す
る検討がなされています。平成 21年１月に第１回会議が開催され、平成 23年９月の第９回
会議を最後に、現在に至るまで開催されておらず、明確な結論も出ておりません。

「ダムによらない治水を検討する場」の今後の動向は？

ダ  ム 対 策 特 別 委 員 会
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3月  1日 人吉高校五木分校卒業証書授与式
 3月定例郡議長会議（議長）
3月  5日 3月定例全員協議会
3月  9日 五木中学校卒業式
3月10日 平成26年第1回五木村議会定例会～14日
3月18日 五木村健康・交流広場（仮称）整備工事起工式
 県総務部政策審議監（木村氏）との意見交換会
3月25日 五木東小学校卒業式
 県監査定期総会・町村監査委員研修会（岡

本監査委員）
3月26日 五木中央保育所卒園式
3月31日 平成26年第3回五木村議会臨時会
4月  1日 中央保育所入園式
4月  2日 4月定例全員協議会・広報委員会
4月  3日 熊本県市町村自治会館別館落成式（議長）
4月  8日 五木東小学校入学式
4月  9日 五木中学校入学式・人吉高校五木分校入学式
4月10日 4月定例郡議長会議（議長）・広報委員会
4月16日 広報委員会

4月17日 全員協議会
4月18日 郡町村監査委員連絡協議会定期総会（岡本

監査委員）
4月22日 平成26年第4回五木村議会臨時会・広報委員会
4月23日 五木村戦没者追悼式
4月24日 例月現金出納検査（岡本監査委員）～25日
4月25日 広報委員会
5月  8日 5月定例全員協議会
5月13日 県町村議長会研修会（議長）
 球磨地域振興局幹部との懇談会（議長）
5月15日 5月定例郡議長会議（議長）
5月19日 人吉下球磨消防組合議会臨時会（中村議員）
5月20日 人吉下球磨消防組合議会県外視察研修（中

村議員）～22日
5月27日 第39回全国町村議長・副議長研修会（東

京都）～28日
5月29日 人吉球磨広域行政組合議会臨時会（田山・

山本議員）
5月31日 人吉下球磨消防組合発足40周年記念式典（議長・中村議員）

議会の動き（３月～５月）

◎
学
校
を
卒
業
後
は
、
ど
ん
な
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
か
？

　

高
校
卒
業
後
、
陸
上
自
衛
隊
に
入
隊
し
、
え

び
の
駐
屯
地
で
６
年
間
勤
務
後
、
松
本
林
業
へ

転
職
し
林
業
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

◎
五
木
村
に
住
む
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
？

　

結
婚
を
機
に
五
木
村
に
住
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
自
然
豊
か
で
風
光
明め
い
び媚
な
五
木
村
で
何

か
の
仕
事
が
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
に
子
守
唄
の
里
五
木
の
「
道
の
駅
」
を
紹
介

し
て
も
ら
い
道
の
駅
で
働
い
て
お
り
、
五
木
村

の
自
然
を
生
か
し
た
農
産
物
や
椎
茸
、
ア
ウ
ト

ド
ア
等
、
各
種
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

◎
五
木
村
に
住
み
、
村
の
状
況
を
ど
う
受
け
と

め
て
い
ま
す
か
？

　

若
い
方
が
少
な
い
印
象
で
す
。
若
い
方
々
が

住
む
住
宅
も
少
な
い
し
、
雇
用
の
場
や
安
心
し

て
住
め
る
給
料
等
の
問
題
も
あ
る
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

◎
ど
う
す
れ
ば
、
若
い
方
々
が
定
住
で
き
る
と

思
い
ま
す
か
？

　

安
定
し
た
仕
事
と
住
め
る
住
宅
を
提
供
し
て

も
ら
え
ば
若
者
の
定
住
は
多
く
な
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
若
い
方
に
イ
ベ
ン
ト
行
事
に
参
加

し
て
も
ら
い
、
五
木
村
の
ア
ピ
ー
ル
が
出
来
る

よ
う
な
場
を
作
っ
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

◎
こ
れ
か
ら
も
住
み
続
け
る
中
で
、
ど
ん
な
事

が
必
要
と
思
い
ま
す
か
？

　

若
者
同
士
で
協
力
し
、
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
を

盛
り
上
げ
、
会
社
や
消
防
団
活
動
等
に
貢
献
出

来
る
よ
う
な
働
く
場
の
理
解
と
安
心
し
て
活
動

が
出
来
る
経
営
者
の
対
応
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。

結
婚
を
機
に
五
木
村
で
生
活
す
る「
松
坂
酉ゆ

う
き起

さ
ん
」

インタビュー

松坂酉起さん
S62.10.20生（26歳）
平成25年３月にあさぎり町か
ら五木へ移住された松坂さん
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五
木
村
議
会
だ
よ
り

発　
　

行　

五
木
村
議
会

発
行
責
任
者　

議
長　

西
村
久
徳

編　
　

集　

議
会
広
報
委
員
会

〒
八
六
八̶

〇
二
〇
一  

熊
本
県
球
磨
郡
五
木
村
甲
二
六
七
二
ー
七 

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
〇
九
六
六
）
三
七
ー
二
三
五
二

編
集
後
記

次
回
の
定
例
会
は
６
月
中
旬
の
予
定
で
す
。

皆
様
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

端
海
野
・
子
別
峠
地
区
は
、

村
の
中
心
部
よ
り
北
西
へ
約

20
㎞
、
標
高
約
１
，
０
０
０

ｍ
に
位
置
す
る
。

　

旧
校
区
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な

り
、端
海
野
は
西
地
区（
小

鶴
等
）に
属
し
、子
別
峠
は
北

地
区（
宮
園
等
）に
属
す
る
。

　

こ
の
地
区
に
は
、栗
ヶ
丘
、

端
海
野
、
子
別
峠
開
拓
の
3

つ
の
組
織
が
あ
り
、
栗
ヶ
丘

と
端
海
野
は
村
外
者
で
開
拓

さ
れ
、
子
別
峠
は
平
沢
津
12

世
帯
と
そ
の
親
族
3
世
帯
に

よ
り
昭
和
22
年
か
ら
開
拓
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
後
2
世
帯

が
脱
会
し
、
現
在
は
13
世
帯

が
こ
の
土
地
で
農
産
物
等
を

生
産
さ
れ
て
い
る
。

　

当
時
の
子
別
峠
の
子
供
た

ち
は
平
沢
津
分
校
へ
通
っ
て

い
た
が
、
端
海
野
に
は
学
校

が
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
移
り

住
ん
だ
方
々
が
要
望
し
、
昭

和
26
年
10
月
に
西
小
学
校
の

分
校
と
し
て
、
端
海
野
分
校

が
開
校
さ
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
十
年
、
こ
の

2
つ
の
分
校
も
、
端
海
野
分

校
が
昭
和
55
年
度
に
休
校
と

な
り
、
昭
和
61
年
度
に
再
び

開
校
さ
れ
た
が
、
平
成
12
年

度
に
再
び
休
校
。
そ
の
後
、

平
成
19
年
度
に
廃
校
と
な
っ

た
。

　

平
沢
津
分
校
は
平
成
12
年

度
に
休
校
と
な
り
、
端
海
野

分
校
と
同
じ
く
、
平
成
19
年

度
に
廃
校
と
な
っ
た
。

　

開
拓
当
初
は
道
路
も
な
く
、

現
在
の
八
代
市
泉
町
吐
合
か

ら
端
海
野
ま
で
開
拓
道
路
と

し
て
約
6
年
の
年
月
を
費
や

し
開
設
さ
れ
、
子
別
峠
に
は

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
子
別
峠
か
ら
椎
葉
集

落
ま
で
は
地
区
住
民
と
林
業

関
係
者
で
開
設
さ
れ
た
。

　

電
気
は
、
泉
町
下
鶴
か
ら

山
道
（
現
作
業
道
平
尾
線
）

沿
い
に
地
元
山
林
よ
り
70
本

ほ
ど
切
り
出
し
た
杉
丸
太
を

電
柱
と
し
て
建
て
た
。
労
力

も
地
元
で
調
達
し
、
端は
む
ら村
と

椎
葉
の
各
集
落
に
電
気
を
送

る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
数

年
後
、
子
別
峠
に
も
電
気
が

通
っ
た
が
、
端
海
野
地
区
に

は
鉱
山
業
者
も
入
山
し
て
お

り
、
し
ば
ら
く
は
動
力
発
電

と
風
力
発
電
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
た
が
、昭
和
42
年
に
は
、

こ
の
地
区
に
も
電
気
が
通
じ

る
様
に
な
っ
た
。

　

続
き
は
次
回
へ
。

＝＝端海野・子別峠地区その1端海野・子別峠地区その1＝＝

五木村五木村のの宝宝
シリーシリーズズ たたかからら

Vol.Vol.1111

端　海　野
（村道栗ヶ丘線と村道平沢津端海野線の分岐）

子　別　峠
（写真中央が開通記念碑）


